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会    記 O PrOceedings

昭和 60年度第 1回役員会              の結果, さらに資料を集めて検討を進めることにした .

昭和 60年 5月 23日 (木),於東京水産大学,    8。 その他.

出席者:上野,岩井,新井,黒沼,高木,隆島,富永,

中村,松浦,MOyer,望 月.             昭和 60年度第 2回役員会

議事:1.前回記録の確認をした。2.報告事項。3.年  昭和 60年 6月 21日 (金),於東京水産大学。

会の まとめをした。 4。 日本学術会議水産学研究連絡委  出席者:上野,岩井,阿部,新井,石山,沖山,黒沼,

員会委員として岩井保氏を推薦することを決定した。5.佐藤,高木,多紀,富永,中村,松浦,丸山,望月.

「国際会議」について組織委員会より報告を受け,検討し  議事 :1。 報告事項。 2。 前回にひきつづき木村氏から

た.6.東京水産大学の丸山隆氏が庶務幹事となることを の要請を検討し, 次回までに上野氏が要望書の原案を作

了承した.7.淡水魚保護協会の木村英造氏からの宍道 成することにした.3。 「国際会議」について組織委員会

湖中海淡水化計画についての要請につき検討をした。そ より報告を受け,検討をした.4。 その他 .
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